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内容の要旨および審査の結果の要旨
骨軟部悪性腫瘍に対する化学療法は不可欠なものになってきており，治療成績の向上を目指し実用的で
簡便な抗癌剤感受性試験が望まれている。本研究では，骨軟部悪性腫瘍に対する坑癌剤感受性試験として
３－(４，５－dimethylthiazol-2-yl)－２，５－diphenyltetrazoliumbromide（MTT）比色法を
用いた方法を検討し，以下の結果を得た。
lヒト骨肉腫由来培養細胞株においてＭＩＴホルマザンの吸光度と細胞数は良好な相関関係を示した。
２ヒト骨肉腫由来培養細胞株に対する抗癌剤の効果は最大血中濃度においては従来骨肉腫に有効とされ
ているものが高く，最大血中濃度の10分の１においてはこれらの薬剤の有効率は低く，最大血中濃度に
おける効果判定が適当であると考えられた。またエトポサイドの有効率が高く骨肉腫に対する新しい有
効な薬剤になると考えられた。
３６７検体（58症例）の骨軟部悪性腫瘍の臨床材料を用いて，MTr比色法を用いた抗癌剤感受性試験を
検討した結果，６４検体（96％）に感受性判定力河能であった。播種細胞数が１×104個以上のものは全
例判定可能であった。また判定までに要する期間は３日間で，平均8.4剤について感受性の判定が可能
であった。
４このうち30検体（25症例）において臨床効果との関連性が検討可能であった｡１１検体（11症例）では
前向き研究（prospectivestudy）を行うことができ，１０検体（10症例）において感受性試験で『感
受性有り』と判定された薬剤の臨床効果は『有効』であった。後向き研究（retrospectivestudy）も
加えた結果，感受性試験と臨床効果との相関は，真陽性が15検体，偽陽性が２検体，真陰性が10検体，
偽陰性が３検体であり，真陽性率が88％，真陰性率は77％で，全体としての予測率は83％であった。
以上の結果から本法は少ない材料で迅速に多数の薬剤の感受性を簡便に判定でき，成功率も高く臨床効
果との相関も高いことが示された。
本研究は，MTT比色法を用いた骨軟部悪性腫瘍に対する抗癌剤感受性試験が臨床に応用できる実用的
な方法になりうることを示した点で価値ある論文と評価された。
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